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1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 84,724 28.7 9,981 11.7 10,024 11.6 5,882 11.3
23年3月期第2四半期 65,816 △7.4 8,937 20.0 8,979 20.2 5,283 △29.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 89.56 ―
23年3月期第2四半期 80.46 80.44

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 84,488 53,984 63.9
23年3月期 80,333 50,400 62.7
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  53,984百万円 23年3月期  50,400百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 35.00 40.00
24年3月期 ― 5.00
24年3月期（予想） ― 35.00 40.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
業績予想の修正については、本日（平成23年10月28日）公表いたしました「第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 182,500 13.5 21,800 2.1 21,700 1.6 12,700 1.1 193.34



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、【添付資料】３ページ「２．（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 65,688,000 株 23年3月期 65,688,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 679 株 23年3月期 679 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 65,687,321 株 23年3月期2Q 65,670,423 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成23年５月13日に公表いたしました業績予想のうち、通期について本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】３ページ「１．（３）業績予想に関する定性的情報」
をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災発生による落ち込みから、一部に回復の兆しがみら

れるものの、雇用情勢や所得環境は依然として厳しく、さらに海外経済の低迷や急速な円高の進行等により、先行

き不透明な状況が続いております。 

 当不動産業界におきましては、サプライチェーンの修復により建設資材の供給が回復し、新設住宅着工戸数に持

ち直しの動きがみられますが、低価格物件を中心に他社との競争は依然として厳しい状況にあります。  

 このような情勢のなか、当社は、ひとりでも多くの人々に住宅を持ってもらいたいという信念のもと、徹底した

原価管理と品質の向上に努め、良質な戸建分譲住宅及び分譲マンションを低価格で供給してまいりました。また、

営業面におきましては、平成23年８月に堺営業所、平成23年９月に石巻営業所、富士営業所を新設いたしました。

 業績につきましては、戸建分譲事業及びマンション分譲事業において引渡数が増加したこと等により、売上高及

び利益が前年同期を上回りました。なお、引渡数は戸建分譲事業が3,302棟（建売分譲3,176棟、土地売分譲126区

画）、マンション分譲事業が246戸となっております。 

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は847億24百万円（前年同期比28.7％増）となりました。営業利益は

99億81百万円（同11.7％増）、経常利益は100億24百万円（同11.6％増）、四半期純利益は58億82百万円（同

11.3％増）となりました。 

  

 また、当第２四半期会計期間の売上高は506億92百万円（前年同期比38.9％増）となりました。営業利益は56億

76百万円（同13.2％増）、経常利益は56億89百万円（同13.0％増）、四半期純利益は33億47百万円（同12.9％増）

となりました。 

 なお、当社の売上高は、主力事業である戸建分譲及びマンション分譲において、第４四半期会計期間に集中し、

著しく増加する傾向にあります。このため、各四半期会計期間の業績に季節的変動があります。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①戸建分譲事業 

 建売分譲におきましては、販売単価は低下したものの販売棟数が増加したこと等により、売上高は746億63百万

円（前年同期比21.7％増）となりました。また、土地売分譲の売上高は25億49百万円（同7.9％増）、請負工事の

売上高は３億39百万円（同32.4％減）となりました。結果として、戸建分譲事業全体の売上高は775億52百万円

（同20.7％増）、税引前四半期純利益は86億97百万円(同5.6％減)となりました。 

②マンション分譲事業 

 マンション分譲事業におきましては、販売単価の上昇と販売戸数の増加等により、売上高は71億71百万円（前年

同期比351.5％増）、税引前四半期純利益は12億52百万円（前年同期は税引前四半期純損失２億73百万円）となり

ました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期会計期間末における総資産は844億88百万円（前年度末比5.2％増）、負債は305億４百万円（同

1.9％増）となっております。総資産増加の主な要因は、販売用不動産の仕入を積極的に行ったことにより、たな

卸資産が増加したことによるものであります。負債増加の主な要因は、販売用不動産の仕入に伴うプロジェクト資

金の調達による有利子負債の増加によるものであります。また、純資産増加の主な要因は、四半期純利益の獲得に

よるものであります。 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年度末に比べ31億74百万

円減少し、205億65百万円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は以下のとおりであります。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動の結果使用した資金は30億51百万円（前年同期比73.4％減）となりました。これは主に、税引前四半期

純利益を99億97百万円獲得したものの、たな卸資産の増加額が70億18百万円及び法人税等の支出が52億79百万円で

あったことによるものであります。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動の結果使用した資金は１億84百万円（前年同期は投資活動の結果得られた資金４億２百万円）となりま

した。これは主に、有形固定資産取得による支出が93百万円及び投資有価証券の取得による支出が64百万円であっ

たことによるものであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動の結果得られた資金は60百万円（前年同期比96.2％減）となりました。これは主に、短期借入金の純増

額が32億８百万円あったものの、長期借入金の返済が５億99百万円及び配当金の支出が22億98百万円であったこと

によるものであります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績を踏まえ、平成23年５月13日に公表いたしました通

期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日（平成23年10月28日）公表の「第２四半期累計期間

業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

  

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①税金費用の計算 

 四半期会計期間に係る法人税等については、四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（累計期間）に当該見積実効税率を乗じて計算する方法

によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,740 20,565

販売用不動産 8,574 10,851

仕掛販売用不動産 36,848 41,261

未成工事支出金 2,856 3,195

貯蔵品 8 19

前渡金 1,648 1,935

その他 2,159 2,097

流動資産合計 75,836 79,926

固定資産   

有形固定資産 3,204 3,233

無形固定資産 66 56

投資その他の資産 1,226 1,272

固定資産合計 4,496 4,562

資産合計 80,333 84,488

負債の部   

流動負債   

支払手形 3,164 3,932

工事未払金 10,792 9,358

短期借入金 5,133 8,341

1年内返済予定の長期借入金 819 1,296

1年内償還予定の社債 500 250

未払法人税等 5,359 4,187

前受金 862 1,203

賞与引当金 442 426

役員賞与引当金 119 21

その他 1,202 997

流動負債合計 28,396 30,013

固定負債   

長期借入金 1,076 －

退職給付引当金 424 455

資産除去債務 4 4

その他 31 31

固定負債合計 1,536 491

負債合計 29,932 30,504



（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,269 4,269

資本剰余金 3,167 3,167

利益剰余金 42,964 46,548

自己株式 △0 △0

株主資本合計 50,400 53,984

純資産合計 50,400 53,984

負債純資産合計 80,333 84,488



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 65,816 84,724

売上原価 52,316 68,935

売上総利益 13,499 15,788

販売費及び一般管理費 4,562 5,807

営業利益 8,937 9,981

営業外収益   

受取賃貸料 50 61

その他 65 83

営業外収益合計 115 144

営業外費用   

支払利息 61 91

その他 11 9

営業外費用合計 73 101

経常利益 8,979 10,024

特別損失   

固定資産除却損 0 4

固定資産売却損 － 1

災害による損失 － 20

特別損失合計 0 26

税引前四半期純利益 8,979 9,997

法人税等 3,695 4,115

四半期純利益 5,283 5,882



（第２四半期会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 36,496 50,692

売上原価 29,004 41,710

売上総利益 7,492 8,981

販売費及び一般管理費 2,476 3,305

営業利益 5,015 5,676

営業外収益   

受取賃貸料 25 30

その他 34 43

営業外収益合計 59 74

営業外費用   

支払利息 34 54

その他 7 6

営業外費用合計 41 61

経常利益 5,033 5,689

特別損失   

固定資産除却損 0 －

固定資産売却損 － 1

災害による損失 － 9

特別損失合計 0 10

税引前四半期純利益 5,033 5,678

法人税等 2,067 2,331

四半期純利益 2,965 3,347



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 8,979 9,997

減価償却費 48 51

引当金の増減額（△は減少） △52 △83

受取利息及び受取配当金 △5 △8

支払利息 61 91

固定資産除売却損益（△は益） 0 6

売上債権の増減額（△は増加） 26 50

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,025 △7,018

前渡金の増減額（△は増加） △898 △286

差入保証金の増減額（△は増加） △337 △9

その他の流動資産の増減額（△は増加） △748 △185

仕入債務の増減額（△は減少） △1,162 △665

前受金の増減額（△は減少） 365 340

その他の流動負債の増減額（△は減少） △97 △236

未払又は未収消費税等の増減額 △446 200

その他 △30 12

小計 △9,320 2,257

利息及び配当金の受取額 5 8

利息の支払額 △97 △37

法人税等の支払額 △2,036 △5,279

営業活動によるキャッシュ・フロー △11,449 △3,051

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 500 －

有形固定資産の取得による支出 △88 △93

有形固定資産の売却による収入 － 0

投資有価証券の取得による支出 － △64

その他 △9 △26

投資活動によるキャッシュ・フロー 402 △184

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,614 3,208

長期借入れによる収入 862 －

長期借入金の返済による支出 － △599

社債の償還による支出 △250 △250

株式の発行による収入 14 －

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △1,639 △2,298

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,602 60

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,444 △3,174

現金及び現金同等物の期首残高 24,211 23,740

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,766 20,565



該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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